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七
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東
大
寺
諷
誦
文
稿
注
釈
〔
七
〕

─
302
行
～
349
行

─

小　

林　

真
由
美

凡
例

【
影
印
】

　

昭
和
十
四
年
刊
複
製
本
『
華
厳
文
義
要
決　

東
大
寺
諷
誦
文
稿
』（
佐
藤
達
次
郎
刊
）
の
「
東
大
寺
諷
誦
文
稿
」
を
撮
影
し
た
。

上
部
に
、
築
島
裕
編
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
総
索
引
』（
平
成
十
三
年
、
汲
古
書
院
）
に
よ
る
行
番
号
を
記
し
た
。

　【
翻
刻
】

　

翻
字
は
、『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
総
索
引
』
の
本
文
翻
刻
に
準
拠
す
る
。
旧
字
・
異
体
字
・
略
字
・
俗
字
は
原
則
的
に
現
行
の
新
字



七
四

体
に
あ
ら
た
め
た
。
但
し
「
无
」「
寶
」「
珎
」「
尓
」「
旦
（
檀
）」「
耶
（
邪
）」「
弟
（
第
）」
は
あ
ら
た
め
な
か
っ
た
。
片
仮
名
の

上
代
特
殊
仮
名
遣
い
甲
類
の
コ
は
「
古
」、
乙
類
の
コ
は
「
己
」、
ア
行
の
エ
は
「
衣
」、
ヤ
行
の
エ
は
「
エ
」、
ワ
行
の
エ
は
「
ヱ
」

と
表
記
し
た
。

　

○
内
の
算
用
数
字
は
、
本
文
に
引
か
れ
た
連
絡
線
に
付
け
た
番
号
で
あ
る
。
→
は
連
絡
線
の
始
点
を
、
←
は
連
絡
線
の
終
点
を
示

し
、
①
→　

←
①
が
一
本
の
連
絡
線
を
示
す
。

　

□　

＝
欠
損
や
擦
消
な
ど
に
よ
り
解
読
不
能
の
文
字
。

　
〔　

〕
＝
解
読
困
難
ま
た
は
解
読
不
能
だ
が
、
先
行
書
の
解
読
に
よ
っ
て
挿
入
す
る
文
字
。

　

＝
章
段
の
文
頭
を
示
す
と
思
わ
れ
る
鉤
点
。

　

・
○
＝
廓
（
囲
み
線
）
で
抹
消
さ
れ
た
文
字
。

　

翻
刻
の
行
頭
の
数
字
は
、
行
番
号
を
示
す
。

【
読
み
下
し
文
】

　

翻
字
、
記
号
等
は
、【
翻
刻
】
に
準
ず
る
。
連
絡
線
で
挟
ま
れ
た
部
分
は
、（　

）
の
中
に
入
れ
て
連
絡
線
の
番
号
を
記
し
た
。
例

え
ば
、
連
絡
線
①
で
挟
ま
れ
て
い
る
部
分
は
、（
①
釈
迦
如
来
を
…
）
と
し
た
。
連
絡
線
が
入
れ
子
に
な
っ
て
い
る
と
き
は
、
外
側

を
【　
　

】
に
い
れ
、【
①
釈
迦
如
来
を
…
（
②
薬
師
如
来
を
…
）】
と
し
た
。
別
案
と
思
わ
れ
る
語
句
は
／
で
示
し
た
。

【
文
意
】
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七
五

　

主
に
現
代
語
訳
で
あ
る
が
、
適
宜
補
足
や
省
略
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
連
絡
線
は
【
読
み
下
し
文
】
と
同
様
に
表
記
す
る
。

【
語
注
】

　

行
頭
の
数
字
は
、『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
総
索
引
』
に
よ
る
行
番
号
で
あ
る
。
掲
出
語
句
と
順
番
は
【
読
み
下
し
文
】
に
よ
る
。

　
「
中
田
書
」
は
、
中
田
祝
夫
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
の
国
語
学
的
研
究
』
の
略
。『
総
索
引
』
は
、『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
総
索
引
』
の

略
。「
築
島
「
小
考
」」
は
、
築
島
裕
「
東
大
寺
諷
誦
文
小
考
」（『
国
語
国
文
』
第
二
十
三
巻
第
五
号
、
一
九
五
四
年
五
月
）
の
略
。

　

本
稿
は
、
博
士
論
文
「
平
安
初
期
仏
教
と
文
学
の
研
究
─
『
日
本
霊
異
記
』
と
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
─
」
付
録
「
東
大
寺
諷
誦

文
稿
注
釈
」
に
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
り
、
次
の
注
釈
の
続
稿
で
あ
る
。

　
　
「
東
大
寺
諷
誦
文
稿
注
釈
〔
一
〕
─
─
１
行
～
40
行
─
」（『
成
城
国
文
学
論
集
』
第
三
十
六
輯
、
二
〇
一
四
年
三
月
）

　
　
「
東
大
寺
諷
誦
文
稿
注
釈
〔
二
〕
─
41
行
～
79
行
─
」（
同
、
第
三
十
七
輯
、
二
〇
一
五
年
三
月
）

　
　
「
東
大
寺
諷
誦
文
稿
注
釈
〔
三
〕
─
80
行
～
122
行
─
」（
同
、
第
三
十
八
輯
、
二
〇
一
六
年
三
月
）

　
　
「
東
大
寺
諷
誦
文
稿
注
釈
〔
四
〕
─
123
行
～
167
行
─
」（
同
、
第
三
十
九
輯
、
二
〇
一
七
年
三
月
）

　
　
「
東
大
寺
諷
誦
文
稿
注
釈
〔
五
〕
─
168
行
～
231
行
─
」（
同
、
第
四
十
輯
、
二
〇
一
八
年
三
月
）

　
　
「
東
大
寺
諷
誦
文
稿
注
釈
〔
六
〕
─
232
行
～
301
行
─
」（
同
、
第
四
十
一
輯
、
二
〇
一
九
年
三
月
）

　
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
複
製
本
の
影
印
に
関
し
て
、
原
本
旧
所
蔵
者
で
あ
り
複
製
本
の
刊
行
者
で
あ
る
佐
藤
家
よ
り
ご
快
諾
を
賜

り
ま
し
た
こ
と
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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八
二

【
翻
刻
】（
302
～
303
行
）

302 

世
中
有
可
修
之
功
徳　

虚
空
功
徳
名
申　

奉
誦
千
手
呪　

師
子
月
王
如
来
申

303
誦
雪
山
童
子
半
偈本
縁
云頌　

諸
行
无
云　

如
来
証
云　

自
誦　
此
即
无
常
呪
願
心
不
安
時
自
誦　
　

至
親
属
善
友
臨
終
所
即
丁
耳
云
以
上

【
読
み
下
し
文
】（
302
～
303
行
）

　

世
ノ
中
ニ
修
ス
ベ
キ
功
徳
有
リ
。
虚
空
ノ
功
徳
ト
名
ヅ
ケ
申
ス
。
千
手
ノ
呪
ヲ
誦
シ
奉
ル
。
師
子
月
王
如
来
ト
申
ス
。

　

本
縁
ニ
云
ク
、
雪
山
童
子
ハ
半
偈
ノ
頌
ヲ
誦
ス
。
諸
行
无
云
。
如
来
証
云
。
自
ラ
誦
ス
。
此
レ
即
チ
无
常
ノ
呪
願
ナ
リ
。
心
安
カ

ラ
ヌ
時
、
自
ラ
誦
ス
。
親
属
善
友
ノ
臨
終
ノ
所
ニ
至
ル
。
即
丁
耳
云
。
以
上
。

【
解
説
】（
302
～
303
行
）

　
「
修
ス
ベ
キ
功
徳
」
と
し
て
陀
羅
尼
や
偈
頌
の
例
を
挙
げ
て
い
る
。
虚
空
蔵
菩
薩
や
千
手
観
音
菩
薩
の
陀
羅
尼
、
雪
山
童
子
の

偈
、『
涅
槃
経
』
の
要
偈
な
ど
。

【
文
意
】（
302
～
303
行
）

　

こ
の
世
の
中
に
修
す
べ
き
功
徳
が
あ
る
。
虚
空
蔵
菩
薩
の
功
徳
と
名
づ
け
申
し
あ
げ
る
。
千
手
経
の
陀
羅
尼
を
誦
し
奉
る
。
師
子

月
王
如
来
と
申
し
あ
げ
る
。

　

本
縁
（
釈
尊
の
前
生
譚
）
に
よ
る
と
、
雪
山
童
子
は
、「
諸
行
（
無
常　

是
生
滅
法
）」
の
半
偈
の
頌
を
誦
し
た
。「
如
来
証
（
涅
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八
三

槃　

永
断
於
生
死　

若
有
至
心
聴　

常
得
無
量
楽
）」。
自
ら
誦
す
。
こ
れ
は
即
ち
無
常
の
呪
願
で
あ
る
。
心
が
不
安
定
な
時
に
自
ら

誦
す
。
親
族
や
知
友
の
臨
終
の
所
に
行
く
。（
即
丁
耳
云
。
以
上
。）

【
語
注
】（
302
～
303
行
）

302
虚
空
ノ
功
徳　
「
虚
空
」
は
「
虚
空
蔵
菩
薩
」
の
略
か
。
虚
空
蔵
菩
薩
は
密
教
系
の
菩
薩
で
、
胎
蔵
界
曼
荼
羅
の
虚
空
蔵
院
の
中

尊
。
奈
良
時
代
か
ら
信
仰
さ
れ
、『
虚
空
蔵
菩
薩
能
満
諸
願
最
勝
心
陀
羅
尼
求
聞
持
法
』
に
よ
る
虚
空
蔵
求
聞
持
法
と
い
う
記
憶

力
成
就
の
修
法
が
行
わ
れ
て
い
た
。
392
行
に
も
「
虚
空
」
が
あ
る
。

302
千
手
ノ
呪　

千
手
千
眼
観
世
音
菩
薩
の
呪
（
陀
羅
尼
）。
千
手
千
眼
陀
羅
尼
は
十
数
種
類
の
異
本
・
異
訳
が
あ
る
。
不
空
訳
『
千

手
千
眼
観
世
音
菩
薩
大
悲
心
陀
羅
尼
』（『
大
悲
心
陀
羅
尼
』）
な
ど
。
密
教
系
の
観
音
菩
薩
と
し
て
奈
良
時
代
か
ら
信
仰
を
集
め

て
い
た
。
323
行
に
「
千
手
経
云
」、
324
行
に
「
南
无
千
手
千
云
」
が
あ
る
。

302
師
子
月
王
如
来　

不
明
。『
仏
説
師
子
月
仏
本
生
経
』
の
「
師
子
月
如
来
（
師
子
月
仏
）」
か
。『
師
子
月
仏
本
生
経
』
は
『
法
苑

珠
林
』
巻
第
二
十
六
（
宿
命
篇
宿
習
部
）
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
仏
説
仏
名
経
』（
十
二
巻
本
・
三
十
巻
本
）
の
仏
名
の

中
に
「
師
子
月
仏
」
が
あ
り
、『
起
世
経
』
巻
第
十
、『
起
世
因
本
経
』
巻
第
十
の
中
の
転
輪
王
の
名
に
「
師
子
月
王
」
が
あ
る
。

303
雪
山
童
子
ノ
半
偈
ノ
頌　

釈
尊
の
前
生
で
あ
る
雪
山
童
子
は
、
羅
刹
（
悪
鬼
）
か
ら
過
去
仏
の
半
偈
「
諸
行
無
常　

是
生
滅
法
」

を
聞
き
、
残
り
の
半
偈
「
生
滅
滅
已　

寂
滅
為
楽
」
を
教
え
て
も
ら
う
た
め
に
、
高
い
木
か
ら
身
を
投
げ
て
羅
刹
に
施
し
た
と
い

う
。
北
本
『
涅
槃
経
』
巻
第
十
四
、『
賢
愚
経
』
巻
第
一
な
ど
に
見
え
る
。
84
行
に
「
雪
山
童
子
」、
247
行
に
「
雪
山
ニ
身
ヲ
投
ゲ

シ
者
」
が
あ
る
。
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303
如
来
証　

北
本
『
涅
槃
経
』
巻
第
二
十
二
（
南
本
は
巻
第
二
十
）
に
、「
如
来
証
涅
槃　

永
断
於
生
死　

若
有
至
心
聴　

常
得
無

量
薬
」
の
一
偈
を
受
持
す
る
だ
け
で
も
涅
槃
経
全
て
を
受
持
す
る
の
と
同
等
の
利
益
が
あ
る
と
説
か
れ
、『
涅
槃
経
』
の
要
偈
と

さ
れ
て
い
る
。

【
翻
刻
】（
304
～
321
行
）

304 

八誓
通
用火

通
夜
ヨ
モ
ス
メ
燃
者
生
老
病
死
之
烟
充
塞
四
面
五
水
終
日
ヒ
ネ
モ
流
者
憂
悲
苦

305
悩
之
河
弥
々
濬
フ
カ　

邪
見
風
強
扇
者
智
慧
炬
難
燃
癡
愛
濤
高
者
戒
ノ
珠

306
易
沈　

五
蘊
城
�
→
梁
ム
ネ
棟
ウ
ツ
傾
カ
タ
差
キ
カ
ヒ
柱
ノ
←
�
毀己
ホ

壊ヤ
フ

者
三
身
客
人
不
宿
ヤ
ト
定
ノ

307　
　

水
濁
リ
穢
ケ
カ
者
遍
知
月
不
現　

七
漏
疾
川
ニ
ハ
愚
モ
賢
モ
共
溺
オ
ホ　

三
毒
ノ

308
盛
火
ニ
ハ
尊
モ
卑
モ
同
所
焼　

客
塵
煩
悩
ノ
中
ニ
坐隠
テ

仏
ノ
種
ヲ
我
等
カ
不
テ
知
如
貧

309
女
ノ
不
知
坌
ア
ク
タ
ノ　

黄
金
ヲ　

心
カ
内
ノ
浄
土
ヲ
我
等
カ
不
テ
見
如
シ
愚
人
ノ
不
覲

310
淤
サ
　ヽ

白
玉
�
→
能
化
ノ
仏
ハ
坐
ト
モ
近
ク　

為ニ
ハ

我
等
カ
卅
二
相
之
中
ノ
一
ノ
相
ヲ
タ
ニ
不
現
給
八
十

311
種
好
ノ
中
ノ
一
ノ
種
好
ヲ
タ
ニ
不
現
給　

西
方
兜
率
ハ
十
善
工
所
厳　

无
間
阿
鼻
ハ
十

312
悪
工
所
造
�
→
我
等
何
生得　

无
間
阿
鼻
ハ
謗
リ
仏
ヲ
誹
レ
ル
法
ヲ
人
ノ
所
集　
　
　

背ソム  キ

313
教
ニ
違　

理
ニ
豈吾
曹

得
脱
←
� 

饒
ユ
タ
カ
ナ
ル
財
貴
キ
勢
ハ
不
与
モ
日
月
俱
ニ
モ　

艶ウ
ル

顙カ
ホ

壮
年
ハ

314
甚
従
モ
奔
ハ
シ
瀾　

双
ナ
ラ
ヘ
テ
臂
ヒ
チ
宴
ウ
タ
遊
无
定
之
家
ニ
連
袖
而
歌
儛
无
常
之
庭
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八
五

315
猛タ
ケ

力
盛サ
カ

謀
ハ
日
々
費
ツ
ヒ
衰
ヌ　

桂
躰
蘭
形
ノ
夜
々
遷
ウ
ツ
ロ
改
ヌ
�
→　

以
老
病
死
ヲ
作ツク
ロ
飾カ
サ
ハ
ナ
リ

316
此
身
ヲ
富
リ
シ
門
ノ
反
貧
ク
尊
リ
シ 

人家

ノ
忽
成
テ
ハ
賤　

先
代
ニ
造
リ
シ
善
ノ
尽ツ
キ

失
ヌ
レ
ハ

ナ
リ

317
虚
尸
残
留
荒
野
孤
ヒ
ト
魂
馳
三
途　

鐵
丸
向
口
←
�
那
落
迦
ハ　

不
簡
尊
卑
ト
モ

318
炉
火
鑊
カ
ナ
湯
不
別
富
ル
貧
ト
モ
鉄ノ

丸
向時
ニ
ハ口

肝
砕
腸
絶
ヌ　

銅
ノ
柱
近
時
ニ
ハ
身
ニ
肉
尽キ

319
骨
鎖
ヌ　

或イ
ハ

轢
オ
サ
レ
テ
釼
輪
而
号
オ
ラ
叫
サ
ケ
ヒ
或イ
ハ

串
ク
ス
刀
山
而
悶
己
ヽ
ロ
タ
エ
迷
フ

320
当
此
時　

何
イ
ツ
レ
ノ
親
属
カ
救
済　

孰
知
シ
ル
人
カ
来
問
云　

千
箱
之
蓄
モ
為
己
ソ
ア

レ　
　

現
在
ノ
生
活

321
故不
為
持
往
於
三
途
ニ

申
某
経
名　

南
无
平
等
大
会
云　
生
々
世
々
頂
戴
受
持
〔
哭
〕

法
華
哥　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
読
み
下
し
文
】（
304
～
321
行
）

　 

八誓
通

火用

通ヨ
モ

夜ス
メ

ニ
燃
ユ
レ
バ
、
生
老
病
死
ノ
烟
、
四
面
ニ
充
チ
塞
ル
。
五
水
終ヒ
ネ

日モ
ス

ニ
流
ル
レ
バ
、
憂
悲
苦
悩
ノ
河
、
弥イ
ヨ

々イ
ヨ

濬フ
カ

シ
。
邪

見
ノ
風
強
ク
扇
ゲ
バ
、
智
慧
ノ
炬
燃
エ
難
シ
。
癡
愛
ノ
濤
高
ケ
レ
バ
、
戒
ノ
珠
沈
ミ
易
シ
。

　

五
蘊
ノ
城
（
�
梁ム
ネ
ウ
ツ
ハ
リ
カ
タ
ブ

棟
傾
キ
差キ
カ

ヒ
、
柱
ノ
）
毀己
ボ

レ
壊ヤ
ブ

ル
レ
バ
、
三
身
ノ
客
人
宿ヤ
ド

ラ
ズ
。
定
ノ
水
濁
リ
穢ケ
ガ

ル
レ
バ
、
遍
知
ノ
月
現
レ

ズ
。
七
漏
ノ
疾ハ
ヤ

キ
川
ニ
ハ
、
愚
カ
ナ
ル
モ
賢
キ
モ
共
ニ
溺オ
ボ
ホレ
、
三
毒
ノ
盛
ナ
ル
火
ニ
ハ
、
尊
キ
モ
卑
シ
キ
モ
同
ジ
ク
焼
カ
ル
。
客
塵

煩
悩
ノ
中
ニ
隠
レ
テ
坐
ス
仏
ノ
種
ヲ
、
我
等
ガ
知
ラ
ズ
シ
テ
、
貧
女
ノ
坌ア
ク
タノ
黄
金
ヲ
知
ラ
ヌ
ガ
如
シ
。
心
ガ
内
ノ
浄
土
ヲ
我
等
ガ
見

ズ
シ
テ
、
愚
人
ノ
淤サ
ヽ

ノ
白
玉
ヲ
覲
ヌ
ガ
如
シ
。

　
【
�
能
化
ノ
仏
ハ
近
ク
坐
セ
ド
モ
、
我
等
ガ
為
ニ
ハ
、
卅
二
相
ノ
中
ノ
一
ノ
相
ヲ
ダ
ニ
現
シ
給
ハ
ズ
。
八
十
種
好
ノ
中
ノ
一
ノ
種

好
ヲ
ダ
ニ
現
シ
給
ハ
ズ
。
西
方
兜
率
ハ
十
善
ノ
工
ノ
厳カ
ザ

ル
所
、
无
間
阿
鼻
ハ
十
悪
ノ
工
ノ
造
ル
所
ナ
リ
。（
�
連
絡
線
行
き
先
な
し
）



八
六

我
等
ハ
何
ノ
生
ヲ
カ
得
ム
。
无
間
阿
鼻
ハ
、
仏
ヲ
謗
リ
法
ヲ
誹
レ
ル
人
ノ
集
ル
所
ナ
リ
。
教
ニ
背ソ
ム

キ
理
ニ
違
ヘ
リ
。
吾
ガ
曹
、
豈
ニ

脱
ル
ル
コ
ト
得
ム
ヤ
。】

　

 
饒ユ
タ
カナ

ル
財
、
貴
キ
勢
ハ
、
日
月
ト
俱
ニ
モ
セ
ズ
。
艶ウ
ル

ハ
シ
キ
顙カ
ホ

、
壮
ナ
ル
年
ハ
、
奔ハ
シ

ル
瀾ナ
ミ

従ヨ

リ
モ
甚
シ
。
臂ヒ
ヂ

ヲ
双ナ
ラ

ベ
テ
宴ウ
タ
ゲシ

、

定
无
キ
家
ニ
遊
ビ
、
袖
ヲ
連
ネ
テ
、
常
无
キ
庭
ニ
歌
儛
ス
。
猛タ
ケ

キ
力
、
盛サ
カ
リナ

ル
謀
ハ
、
日
々
ニ
費ツ
ヒ

エ
衰
ヌ
。
桂
ノ
躰
、
蘭
ノ
形
ノ
、

夜
々
ニ
遷ウ
ツ
ロヒ

改
リ
ヌ
。

（
�
老
病
死
ヲ
以
テ
此
身
ヲ
作ツ
ク
ロヒ

飾カ
ザ

レ
バ
ナ
リ
。
富
メ
リ
シ
門
ノ
反
リ
テ
貧
シ
ク
、
尊
ク
ア
リ
シ
家 

人
ノ
、
忽
ニ
賤
シ
ク
成
リ
テ

ハ
、
先
代
ニ
造
リ
シ
善
ノ
尽ツ

キ
失
セ
ヌ
レ
バ
ナ
リ
。
虚
シ
キ
尸
ハ
、
荒
レ
タ
ル
野
ニ
残
リ
留
リ
、
孤ヒ
ト
リア

ル
魂
ハ
、
三
途
ニ
馳
ル
。
鉄

丸
ハ
口
ニ
向
フ
。）

　

那
落
迦
ハ
、
尊
キ
ト
卑
シ
キ
ト
モ
簡エ
ラ

バ
ズ
。
炉
ノ
火
、
鑊カ
ナ
ヘノ

湯
ハ
、
富
メ
ル
ト
貧
シ
キ
ト
モ
別ワ
カ

タ
ズ
。
鉄
ノ
丸
、
口
ニ
向
フ
時
ニ

ハ
、
肝
砕
ケ
腸
絶
エ
ヌ
。
銅
ノ
柱
、
身
ニ
近
ヅ
ク
時
ニ
ハ
、
肉
尽
キ
骨
鎖ク
サ

リ
ヌ
。
或
イ
ハ
釼
輪
ニ
轢オ

サ
レ
テ
号オ
ラ

ビ
叫サ
ケ

ビ
、
或
イ
ハ
刀

ノ
山
ニ
串ク
ス

ヌ
カ
レ
テ
、
悶
己
ヽ
ロ
タエ

迷
フ
。

　

此
ノ
時
ニ
当
リ
テ
、
何イ
ツ

レ
ノ
親
属
ガ
救
ヒ
済
ハ
ム
。
孰
レ
ノ
知シ

ル
人
ガ
来
リ
問
ハ
ム
云
。
千
箱
ノ
蓄
モ
、
現
在
ノ
生
活
ノ
為
ニ
己

ソ
ア
レ
、
三
途
ニ
持
チ
往
ク
為
ニ
ハ
ア
ラ
ズ
。
故
ニ
某
経
ノ
名
ヲ
申
ス
。
南
无
平
等
大
会
云
。
生
々
世
々
頂
戴
受
持
セ
ム
。〔
哭
〕

法
華
哥
。

【
解
説
】（
304
～
321
行
）

　

標
題
「
誓
通
用
」。
仮
名
書
き
や
連
絡
線
が
多
く
、
そ
の
ま
ま
読
み
上
げ
る
た
め
の
原
稿
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
304
行
と
313
行
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八
七

に
鉤
点
が
あ
る
。
304
～
312
行
に
斜
線
が
引
か
れ
て
い
る
の
は
、
使
用
済
み
の
印
か
。
304
～
317
は
、
無
常
の
世
に
流
さ
れ
る
ま
ま
、
因

果
応
報
の
自
覚
な
く
生
き
て
い
る
我
々
の
姿
を
修
辞
的
な
対
句
で
述
べ
て
い
る
。
317
～
319
行
は
地
獄
の
責
苦
の
様
子
、
320
～
321
行
に

は
、
地
獄
か
ら
救
済
し
て
く
れ
る
の
は
親
族
で
も
財
産
で
も
な
く
、「
某
経
」
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
。

【
文
意
】（
304
～
321
行
）

誓
通
用

　

地
獄
の
八
火
が
夜
通
し
燃
え
て
、
生
老
病
死
の
無
常
の
烟
が
四
面
に
充
ち
て
塞
が
る
。
無
常
の
五
水
が
一
日
中
流
れ
続
け
る
の

で
、
憂
悲
苦
悩
の
河
が
い
よ
い
よ
深
く
な
る
。
邪
見
の
風
が
強
く
吹
く
の
で
、
智
慧
の
灯
火
は
燃
え
が
た
い
。
癡
愛
の
波
濤
が
高
い

の
で
、
浄
戒
の
珠
は
沈
み
や
す
い
。

　

五
蘊
の
城
が
（
�
棟
や
梁
が
傾
い
て
き
し
り
合
い
、
柱
が
）
破
れ
壊
れ
る
と
、
三
身
の
客
人
（
仏
）
は
宿
ら
な
い
。
禅
定
の
水
が

濁
り
穢け
が

れ
る
と
、
遍
知
の
月
（
仏
）
は
現
れ
な
い
。
七
漏
の
川
の
速
い
流
れ
に
は
、
愚
か
な
者
も
賢
い
者
も
共
に
溺
れ
、
三
毒
の
盛

ん
に
燃
え
る
火
に
は
、
高
貴
な
者
も
卑
し
い
者
も
同
じ
よ
う
に
焼
か
れ
る
。
客
塵
煩
悩
の
中
に
隠
れ
て
い
る
仏
性
を
我
々
が
知
ら
ず

に
い
る
の
は
、
貧
女
が
ご
み
の
中
の
黄
金
を
知
ら
ず
に
い
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
心
の
内
の
浄
土
に
我
々
が
気
付
か
ず
に
い
る
の

は
、
愚
人
が
泥
の
中
の
真
珠
に
気
付
か
な
い
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　
【
�
能
化
の
仏
は
近
く
に
お
い
で
に
な
る
が
、
私
た
ち
の
た
め
に
は
三
十
二
相
の
中
の
一
つ
の
相
で
す
ら
現
し
て
は
く
だ
さ
ら
な

い
。
八
十
種
好
の
中
の
一
つ
の
種
好
で
さ
え
現
し
て
は
く
だ
さ
ら
な
い
。
西
方
極
楽
浄
土
や
兜
率
天
浄
土
は
十
善
の
工
匠
が
荘
厳
す

る
所
で
、
無
間
地
獄
や
阿
鼻
地
獄
は
十
悪
の
工
匠
が
造
る
所
で
あ
る
。（
�
連
絡
線
行
き
先
な
し
）
来
世
に
我
等
は
ど
ん
な
生
を
受



八
八

け
る
で
あ
ろ
う
か
。
無
間
地
獄
や
阿
鼻
地
獄
は
、
仏
を
謗
り
、
法
を
誹
る
人
々
が
集
ま
る
所
で
あ
る
。
教
え
に
背
き
理
に
違
う
行
い

を
し
て
い
る
わ
が
仲
間
は
、
ど
う
や
っ
て
地
獄
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。】

　

豊
か
な
財
、
高
貴
な
権
勢
は
、
日
月
と
と
も
に
永
遠
で
あ
る
こ
と
は
な
い
。
美
し
い
顔
、
若
い
年
は
、
奔は
し

る
波
よ
り
も
早
く
消
え

る
。
ひ
じ
を
並
べ
て
宴
し
、
定
め
の
な
い
家
で
遊
び
、
袖
を
連
ね
て
、
無
常
の
庭
で
歌
い
舞
う
。
勇
猛
な
力
や
盛
ん
な
野
望
は
、
日

ご
と
に
衰
え
て
い
く
。
桂
や
蘭
の
よ
う
に
美
し
く
香
り
高
い
肉
体
は
、
夜
ご
と
に
変
貌
し
て
い
く
。

　
（
�
老
・
病
・
死
で
こ
の
身
を
つ
く
ろ
い
飾
る
か
ら
で
あ
る
。
裕
福
だ
っ
た
門
が
か
え
っ
て
貧
し
く
、
尊
か
っ
た
家
が
た
ち
ま
ち

落
ち
ぶ
れ
る
の
は
、
先
の
世
で
造
っ
た
善
が
尽
き
て
無
く
な
っ
た
し
ま
っ
た
か
ら
な
の
で
あ
る
。
虚
ろ
な
屍
は
荒
れ
た
野
に
残
り
留

ま
り
、
孤
独
な
魂
は
三
途
に
馳
せ
る
。
地
獄
の
鉄
丸
は
口
に
向
う
。）

　

地
獄
は
身
分
の
尊
卑
を
問
わ
ず
に
人
を
選
ぶ
。
地
獄
の
炉
の
火
、
鑊か
な
えの

湯
は
、
富
め
る
者
も
貧
し
い
者
も
分
け
隔
て
を
し
な
い
。

焼
け
た
鉄
丸
が
口
に
向
う
時
に
は
、
肝
が
砕
け
て
腸
が
ち
ぎ
れ
る
。
熱
い
銅
の
柱
が
近
づ
く
時
に
は
、
身
の
肉
が
熔
け
落
ち
骨
ば
か

り
に
な
る
。
或
い
は
釼
輪
に
轢
か
れ
て
泣
き
わ
め
き
、
或
い
は
刀
の
山
に
串
刺
し
に
さ
れ
て
悶
絶
す
る
。

　

そ
の
時
に
な
っ
て
、
親
族
の
誰
が
救
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
。
ど
こ
の
知
人
が
来
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
云
。
千
箱
の
貯
蓄
も
こ
の

世
の
生
活
の
た
め
に
こ
そ
あ
り
、
三
途
に
持
っ
て
行
く
た
め
で
は
な
い
。
故
に
某
経
の
名
を
申
し
上
げ
る
。
南
无
平
等
大
会
云
。

生
々
世
々
に
頂
戴
受
持
し
よ
う
。（〔
哭
〕
法
華
哥
）

【
語
注
】（
304
～
321
行
）

304
八
火　

八
大
地
獄
（
八
熱
地
獄
）。
ま
た
は
、
八
大
地
獄
に
付
随
す
る
十
六
小
地
獄
の
中
の
八
炎
火
地
獄
か
。
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八
九

304
通ヨ
モ
ス
メ夜　

「
通
夜
」
の
下
に
「
ヨ
モ
ス
メ
」
と
仮
名
が
あ
る
が
、
他
の
文
献
に
未
見
。

304
五
水　

五
蘊
を
河
水
に
喩
え
て
い
る
か
。
五
蘊
は
、
あ
ら
ゆ
る
存
在
の
五
つ
の
構
成
要
素
（
色
・
受
・
想
・
行
・
識
）。
衆
生
の

身
心
は
五
蘊
が
仮
に
和
合
し
た
も
の
と
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

304
終ヒ
ネ

日モ
ス　

「
ヒ
ネ
モ
ス
」
の
初
出
は
『
萬
葉
集
』。「
乎を

布ふ

の
崎
漕
ぎ
た
も
と
ほ
り
比ひ

祢ね

毛も

須す

尓に

見
と
も
飽
く
べ
き
浦
に
あ
ら
な
く
に
」

（『
萬
葉
集
』
巻
第
十
八
、四
〇
三
七
、
大
伴
家
持
）。
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
に
、「
尽
日
」「
終
日
」「
終
朝
」
に
「
ヒ
メ

（
ネ
）
モ
ス
ニ
」「
ヒ
メ
（
ネ
）
ム
ス
ニ
」
の
和
訓
が
あ
る
（
仏
中
八
五
、
仏
中
一
三
八
）。

305
癡
愛　

愚
癡
と
貪
愛
。
三
毒
（
貪
・
瞋
・
癡
）
の
二
つ
。

306
五
蘊　

五
蘊
は
304
行
「
五
水
」
参
照
。

306
傾カ
タ
ブキ

差キ
カ

ヒ　
「
キ
カ
フ
」
は
柱
な
ど
が
ま
じ
わ
り
き
し
む
意
か
。「
錯
」
や
「
差
」
に
「
キ
カ
フ
」
の
和
訓
が
あ
る
。「
柱
桁
梁
戸

牖
錯
比
。
古
語
云
伎
加
比
。
動
鳴
事
無
久
。」（『
延
喜
式
』
巻
第
八
、
祝
詞
、
大
殿
祭
）、「
錯
キ
カ
フ
」（
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
僧
上

一
二
六
）、「
差
脱
キ
カ
ヒ
オ
ツ
」（
同
、
仏
中
一
三
四
）。

307
三
身　

大
乗
仏
教
で
説
か
れ
る
仏
の
三
身
（
法
身
・
報
身
・
応
身
）。
35
行
「
三
身
仏
」
参
照
。

306
定　

精
神
が
一
つ
の
対
象
に
集
中
し
て
い
る
状
態
。
瞑
想
の
境
地
。
禅
定
。「sam

adhi

」（
梵
語
）
の
漢
訳
語
で
、
音
写
語
は
三

昧
。

307
遍
知　
「
遍
知
（
智
）」
は
一
切
の
法
を
知
る
こ
と
。「
正
遍
知
」
は
仏
の
十
号
の
一
つ
。

307
七
漏　

漏
は
汚
れ
、
煩
悩
。『
涅
槃
経
』
に
見
・
思
惟
・
根
・
悪
・
親
近
・
受
・
念
の
七
漏
が
説
か
れ
て
い
る
（
北
本
巻
第

二
十
二
）。
玄
奘
の
表
に
「
七
漏
之
河
」
の
例
が
あ
る
。「
茫
々
た
る
三
界
は
、
倶
に
七
漏
の
河
に
漂
い
、
浩
々
た
る
四
生
は
、
咸み
な



九
〇

十
纏
の
波
に
溺
る
」（『
大
唐
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』
巻
第
九
）。

307
三
毒　

も
っ
と
も
根
本
的
な
三
つ
の
煩
悩
。
貪
・
瞋
・
癡
。

308
客
塵
煩
悩　

一
時
的
に
付
着
し
た
塵
の
よ
う
な
煩
悩
。
本
来
心
は
清
浄
で
あ
る
が
、
客
塵
煩
悩
に
よ
っ
て
汚
れ
て
い
る
と
い
う
心

性
本
浄
説
に
よ
る
。
次
項
参
照
。

308
仏
ノ
種　

仏
種
、
仏
性
。
仏
と
な
る
可
能
性
。「
煩
悩
の
中
に
仏
性
が
隠
れ
て
い
る
」
と
い
う
表
現
は
、『
涅
槃
経
』
の
「
一
切
衆

生
悉
有
仏
性
」
や
如
来
蔵
思
想
な
ど
に
も
と
づ
く
。

309
心
ガ
内
ノ
浄
土　

こ
の
世
界
は
本
来
浄
土
で
あ
り
、
心
の
あ
り
方
に
し
た
が
っ
て
浄
土
に
な
る
と
す
る
思
想
に
も
と
づ
く
。『
維

摩
経
』
巻
上
の
「
心
浄
土
浄
」
や
、
法
相
唯
識
の
三
身
説
の
変
化
土
、
浄
土
教
の
唯
心
浄
土
な
ど
が
あ
る
。（
拙
稿
「『
東
大
寺
諷

誦
文
稿
』
の
浄
土
」、『
成
城
文
芸
』
第
二
一
九
号
、
二
〇
一
二
年
六
月
）
参
照
。

310
淤サ
ヽ　
「
淤
」
に
「
サ
ヽ
」
の
仮
名
が
あ
る
。「
他
に
用
例
が
な
く
、
あ
る
い
は
「
さ
ざ
れ
」
な
ど
の
下
部
省
略
表
記
形
か
」（『
日
本

国
語
大
辞
典
』「
さ
さ
【
淤
】」
補
注
）。

310
能
化
ノ
仏　

能
化
は
他
を
教
化
す
る
者
で
、
仏
菩
薩
や
高
僧
を
い
う
。
296
行
に
既
出
。

310
卅
二
相　

三
十
二
の
相
好
。
仏
と
転
輪
聖
王
に
は
、
三
十
二
種
類
（
三
十
二
相
）
と
八
十
種
類
（
八
十
種
好
）
の
す
ぐ
れ
た
特
徴

が
そ
な
わ
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
。

310
八
十
種
好　

前
項
参
照
。

311
西
方
兜
率　

西
方
極
楽
浄
土
と
兜
率
天
。
兜
率
天
は
欲
界
六
天
の
第
四
で
、
弥
勒
菩
薩
の
浄
土
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
る
。

311
十
善　

不
殺
生
・
不
偸
盗
・
不
邪
婬
・
不
妄
語
・
不
悪
口
・
不
両
舌
・
不
綺
語
・
無
貪
・
無
瞋
恚
・
正
見
の
十
善
業
。
十
悪
を
犯
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さ
な
い
こ
と
。

311
无
間
阿
鼻　

八
大
地
獄
の
中
の
無
間
地
獄
と
阿
鼻
地
獄
。

311
十
悪　

身
口
意
の
三
業
が
犯
す
悪
業
。
殺
生
・
偸
盗
・
邪
婬
・
妄
語
・
綺
語
・
悪
口
・
両
舌
・
貪
欲
・
瞋
恚
・
邪
見
。

314
臂ヒ
ヂ　

「
臂
」「
肘
」
は
「
ひ
ぢ
」
と
も
「
た
だ
む
き
」
と
も
訓
む
が
、『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
で
は
仮
名
を
用
い
て
訓
み
分
け
て
い

る
。
103
行
「
繊ソ
ビ

ヤ
カ
ナ
リ
シ
肘
タ
ダ
ム
キ」【

語
注
】
参
照
。

315
桂
ノ
躰
、
蘭
ノ
形　

桂
や
蘭
の
よ
う
に
美
し
い
容
貌
。「
蘭
桂
」
は
、
君
子
の
美
質
の
比
喩
に
用
い
ら
れ
る
。

315
作ツ
ク
ロヒ

飾カ
ザ

レ
バ
ナ
リ　
「
餝
」（
８
行
）、「
厳
」（
86
行
）、「
荘
」（
294
行
）
に
も
「
カ
サ
」
の
仮
名
が
あ
り
、「
か
ざ
る
」
と
訓
ん
で

い
る
。

317
孤ヒ
ト
リ
　
「
ヒ
ト
」
の
仮
名
が
あ
る
。
178
行
に
は
「
為
ニ
人
一
リ
カ
（
人
一
リ
ガ
為
ニ
）」
の
例
が
あ
る
。

317
鉄
丸　

次
行
に
も
「
鉄
丸
」
が
あ
る
。
318
行
～
319
行
の
「
炉
ノ
火
」「
鑊カ
ナ
ヘノ

湯
」「
銅
ノ
柱
」「
釼
輪
」「
刀
ノ
山
」
と
と
も
に
、
地

獄
の
責
め
苦
。

317
那
落
迦　

地
獄
。
238
行
に
既
出
。

318
鑊カ
ナ
ヘ
　
「
か
な
へ
」
は
飲
食
物
を
煮
る
金
属
製
の
器
。「
か
な
へ
」
と
訓
ず
る
漢
字
は
数
種
類
あ
る
が
、「
鑊
」
は
足
の
な
い
魚
や
肉

の
調
理
用
の
な
べ
、
ま
た
は
罪
人
を
釜
茹
で
に
す
る
刑
器
。「
鑊
カ
ナ
ヘ
」（
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
僧
上
一
一
九
）。

319
骨
鎖ク
サ

リ
ヌ　
『
日
本
霊
異
記
』
に
僧
智
光
が
地
獄
で
熱
い
鉄
柱
と
銅
柱
を
抱
か
さ
れ
る
場
面
が
あ
り
、
類
似
の
描
写
が
み
ら
れ

る
。「
光
就つ

き
て
柱
を
抱
く
。
肉
み
な
鎖く

爛さ

り
、
た
だ
し
骨ほ
ね

璅く
さ
りの
み
存の
こ

る
」（『
日
本
霊
異
記
』
中
巻
第
七
縁
）。

319
悶己
ヽ
ロ
タエ　

観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
に
「
悶
心
タ
エ
」（
法
下
八
二
）
の
和
訓
が
あ
る
。



九
二

【
翻
刻
】（
322
行
）

322
在
今
地
東
方
ニ

【
読
み
下
し
文
】（
322
行
）

　

今
地
、
東
方
ニ
在
リ
。

【
解
説
】（
322
行
）

▽
322
行　

小
書
で
六
文
字
の
み
。「
今
地
」
が
ど
こ
を
さ
す
の
か
不
明
。

【
翻
刻
】（
323
～
324
行
）

323 

千
手
経
云　

誦
此
陀
羅
尼
人
堕
三
悪
道
无
有
是
処
云　

南
无
大
十
六
大
願
云　

当
神
呪
風
云
上
瀬

324
南沙
波
世
界
施
无
云
　
　

无
千
手
千
云　

生
々
世
々
ノ
大
道
師　

三
界
父
母
一
云

【
読
み
下
し
文
】（
323
～
324
行
）
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千
手
経
云
、
此
ノ
陀
羅
尼
ヲ
誦
セ
ム
人
ハ
、
三
悪
道
ニ
堕
ツ
ト
モ
、
是
ノ
処
ニ
有
ル
コ
ト
无
シ
ト
云
。
南
无
大
十
六
大
願
云
。
神

呪
ノ
風
ニ
当
リ
云
。
上
瀬
。 

南
无
千
手
千
云
。
沙
波
（
婆
）
世
界
施
无
云
。
生
々
世
々
ノ
大
導
師
。
三
界
父
母
一
云
。

【
解
説
】（
323
～
324
行
）

　
『
千
手
経
』（
不
空
訳
『
千
手
千
眼
観
世
音
菩
薩
大
悲
心
陀
羅
尼
』
な
ど
）
の
功
徳
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
前
後
の
文
脈
は
不

明
。

【
語
注
】（
323
～
324
行
）

323
千
手
経　
「
千
手
ノ
呪
」（
302
行
）
参
照
。

323
十
六
大
願　

不
明
。

324
沙
波
（
婆
）
世
界　

我
々
の
住
ん
で
い
る
世
界
。
穢
土
。

324
施
无　
「
施
無
畏
」
か
。「
施
無
畏
」
は
観
音
菩
薩
の
異
名
。

【
翻
刻
】（
325
～
331
行
）

325 

乞
誓
東
西
国
亡
霊
等　

蔵
形
ヲ
布
端
ハ
是
東
国
之
物
産　

寒
時
ニ
曳
ヒ
キ
蒙
カ
ツ
ク
綿

326
端
ハ
西
国
所
出　

然
由
官
言
朝
庭
言
ニ
離
テ
己
本
郷
妻
子
眷
属
中
ヲ　

辛
苦
旅
路
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327
不
も
寒
風
霜
雪　

飢
ウ
ヱ
寒
己
イ
遠
道
ニ　

仮
令
无
福
之
人
ハ
中ミ
チ
ナ
カ
ニ

途
得
病　

不
得
一
杓ヒ
サ

328
之
湯
片
手
之
米　

不
相
見
親
愛
妻
子
老
父
母　

没
逝
旅
路　

東
国
人
作
道
路
荊
本
之

329
魂
魄　

西
国
人
作
�
→
風
波
之
下
霊
←
�
海
浜
之
尸白　

留
テ　

国
ニ
相
待
親
属
ハ
都
不
計
カ
ソ
ヘ
知
忌
日
ヲ
モ

330
留
家
ニ
相
恋
妻
子
不
知
其
葬
ハ
フ
リ
ノ
墓
ヲ
モ　

如
是
類
国
家
ニ
甚
多　

三
途
ニ
誰
助

331
済
故
垂　

平
等
之
諷
誦　

一
切
諷
誦
云　

法
華
名
云　

心
経
云　

阿
弥
云　

地
蔵
云

【
読
み
下
し
文
】（
325
～
331
行
）

　

 

乞
ヒ
誓ノ

マ
ク
ハ
、
東
西
国
亡
霊
等
。
形
ヲ
蔵カ
ク

ス
布
ノ
端
ハ
、
是
レ
東
国
ノ
物
産
ナ
リ
。
寒
キ
時
ニ
曳ヒ

キ
蒙カ
ツ

ク
綿
ノ
端
ハ
、
西
国

ノ
出
ス
所
ナ
リ
。
然
レ
ド
モ
、
官
ノ
言
、
朝
庭
ノ
言
ニ
由
リ
テ
、
己
カ
本
郷
ノ
妻
子
、
眷
属
ノ
中
ヲ
離
レ
テ
、
旅
路
ニ
辛
苦
シ
、
寒

キ
風
、
霜
、
雪
ヲ
もシ
ノ

ガ
ズ
、
遠
キ
道
ニ
飢ウ

ヱ
寒己

イ
、
仮タ
ト
ヘ令

バ
福
无
キ
人
ハ
、
中ミ
チ

途ナ
カ

ニ
病
ヲ
得
、
一
杓ヒ
サ
ゴノ

湯
、
片
手
ノ
米
モ
得
ズ
。
親

シ
ク
愛
シ
キ
妻
子
、
老
イ
タ
ル
父
母
ニ
モ
相
ヒ
見
ズ
、
旅
路
ニ
没
セ
逝
キ
ヌ
。
東
国
ノ
人
ハ
道
路
ノ
荊イ
バ
ラノ

本
ノ
魂
魄
ト
作
リ
、
西
国

ノ
人
ハ
（
�
風
波
ノ
下
ノ
霊
）
海
浜
ノ
白
キ
尸
ト
作
ル
。
国
ニ
留
リ
テ
、
相
ヒ
待
ツ
親
属
ハ
、
都カ
ツ

テ
忌
日
ヲ
モ
計カ
ゾ

ヘ
知
ラ
ズ
。
家
ニ

留
マ
リ
テ
相
ヒ
恋
フ
ル
妻
子
ハ
、
其
ノ
葬ハ
フ

リ
ノ
墓
ヲ
モ
知
ラ
ズ
。
是
ノ
如
キ
類
、
国
家
ニ
甚
ダ
多
シ
。
三
途
ニ
誰
カ
助
ケ
済
ハ
ム
。

故
ニ
平
等
ノ
諷
誦
ヲ
垂
レ
ム
。
一
切
諷
誦
云
。
法
華
名
云
。
心
経
云
。
阿
弥
云
。
地
蔵
云
。

【
解
説
】（
325
～
331
行
）

　

東
国
西
国
の
旅
路
に
没
し
た
無
縁
仏
を
供
養
す
る
詞
章
。
240
～
241
行
に
類
似
す
る
内
容
で
、
東
国
は
陸
路
、
西
国
は
海
路
の
死
者
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と
す
る
と
こ
ろ
も
共
通
し
て
い
る
。

【
文
意
】（
325
～
331
行
）

　

乞
い
願
わ
く
は
、
東
西
の
国
の
亡
霊
た
ち
よ
。
私
た
ち
の
身
体
を
覆
い
隠
す
布
の
切
れ
は
東
国
の
物
産
で
あ
る
。
寒
い
時
に
引
き

被
る
綿
は
西
国
が
出
荷
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
彼
ら
は
、
役
人
の
命
令
、
朝
廷
の
命
令
に
よ
っ
て
、
自
分
の
ふ
る
さ
と
の
妻
子

と
親
族
を
離
れ
て
、
旅
路
に
辛
苦
し
、
寒
い
風
や
霜
や
雪
を
し
の
ぐ
こ
と
も
で
き
ず
、
遠
路
の
途
上
で
飢
え
て
凍
え
、
例
え
ば
運
の

悪
い
も
の
は
道
中
で
病
気
に
な
り
、
柄
杓
一
杯
の
湯
も
、
片
手
一
杯
の
米
も
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
親
し
く
愛
し
い
妻
子
や
老
い

た
父
母
に
も
会
う
こ
と
が
で
き
ず
、
旅
路
で
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
。
東
国
の
人
は
道
路
の
荊い
ば
らの

本も
と

の
魂
魄
と
な
り
、
西
国
の
人
は

（
�
風
波
の
下も
と

の
霊
）
海
浜
の
白
い
屍
に
な
る
。
国
に
留
ま
り
待
っ
て
い
る
親
族
は
、
忌
日
を
数
え
る
こ
と
も
な
い
。
家
に
い
て
恋

し
が
っ
て
い
る
妻
子
は
、
彼
を
葬
っ
た
墓
も
知
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
者
た
ち
は
、
国
家
に
非
常
に
多
い
。
三
途
で
誰
が
助
け
救
っ

て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
。
そ
の
た
め
に
平
等
の
諷
誦
を
垂
れ
よ
う
。
一
切
諷
誦
云
。
法
華
名
云
。（
般
若
）
心
経
云
。
阿
弥
（
陀
仏
）
云
。

地
蔵
（
菩
薩
）
云
。

【
語
注
】（
325
～
331
行
）

327
飢
ヱ
寒
イ　
『
萬
葉
集
』
の
山
上
憶
良
「
貧
窮
問
答
歌
」
に
「
飢う
ゑ

寒こ
ゆ

」
の
例
が
あ
る
。「
我
よ
り
も　

貧
し
き
人
の　

父
母
は　

飢う
ゑ

寒こ
ゆ

良ら

牟む　

妻め
こ
ど
も
は

子
等
は　

乞
ひ
て
泣
く
ら
む
」（『
萬
葉
集
』
巻
第
五
）。

327
仮タ
ト
ヘ令
バ　

141
行
「
仮タ
ト
ヘ令
バ
」【
語
注
】
参
照
。



九
六

【
翻
刻
】（
332
～
336
行
）

332 

某注

経
是
三
世
仏
之
大
祖
大
坐　

十
二
部
経
中
帝
王
大
坐　

如
虚
空
聚
万
雲　

恆
沙
功
徳
所
集

333
如
大
地
持
一
切
物　

万
善
之
所
依
怙
大
坐　

将
見
仏
性
ヲ
明
鏡　

将
昇
天
堂
浄
土
ヲ
金

334
車　

将
寂
シ
ツ
惑
マ
ト
塵
ヲ
甘
露
雨　

将
稟
天
地
大
福
ヲ
寶
器　

将
渉
ワ
タ
薩
般
若
ノ
海

335
之
龍
船　
　
　

将
到
泥
洹
城
ニ
白
象
王　

将
登
涅
槃
岸
ニ
金
橋　

将
得
无
上
菩
提
ヲ
大
ナ
ル

336
印
大
坐　

饒
ス
ル
国
家
ヲ
摩
尼
珠
大
坐　

以
上

【
読
み
下
し
文
】（
332
～
336
行
）

注
　

某
経
ハ
是
レ
三
世
ノ
仏
ノ
大
キ
ナ
ル
祖
ニ
大オ
ホ

坐マ
シ

マ
ス
。
十
二
部
経
中
ノ
帝
王
ニ
大
坐
マ
ス
。
虚
空
ニ
万
雲
ヲ
聚
ル
ガ
如
ク
ニ
、
恆

沙
ノ
功
徳
ノ
集
ル
所
ナ
リ
。
大
地
ノ
一
切
ノ
物
ヲ
持
ス
ル
ガ
如
ク
ニ
、
万
善
ノ
依
リ
怙タ
ノ

ム
所
ニ
坐
オ
ホ
マ
シ
マス
。
将ハ
タ

仏
性
ヲ
見
ル
明
鏡
。
将

天
堂
浄
土
ヲ
昇
ル
金
車
。
将
惑マ
ド

ヒ
ノ
塵
ヲ
寂シ
ヅ

ム
ル
甘
露
ノ
雨
。
将
天
地
ノ
大
福
ヲ
稟
ク
ル
寶
器
。
将
薩
般
若
ノ
海
ヲ
渉ワ
タ

ス
龍
船
。
将

泥
洹
城
ニ
到
ル
白
象
王
。
将
涅
槃
岸
ニ
登
ル
金
橋
。
将
无
上
ノ
菩
提
ヲ
得
ル
大
ナ
ル
印
ニ
大
坐
マ
ス
。
国
家
ヲ
饒
ス
ル
摩
尼
珠
ニ
大

坐
ス
。
以
上
。
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【
解
説
】（
332
～
336
行
）

▽
332
～
336
行　

標
題
「
注
」。「
某
経
」
を
讃
嘆
す
る
文
句
を
接
続
助
詞
「
将
（
ハ
タ
）」
で
並
べ
て
お
り
、用
例
集
と
な
っ
て
い
る
。

【
文
意
】（
332
～
336
行
）

　

某
経
は
三
世
の
仏
の
偉
大
な
祖
で
あ
ら
せ
ら
れ
る
。
十
二
部
経
の
中
の
帝
王
で
あ
ら
せ
ら
れ
る
。
虚
空
に
万
雲
が
集
ま
る
よ
う

に
、
こ
の
経
は
恆
沙
（
ガ
ン
ジ
ス
川
の
砂
）
の
数
ほ
ど
の
功
徳
が
集
ま
る
所
で
あ
る
。
大
地
が
一
切
の
物
を
支
え
て
い
る
よ
う
に
、

万
の
善
が
た
の
み
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
ら
せ
ら
れ
る
。
は
た
ま
た
、
心
の
中
の
仏
性
を
見
る
明
鏡
で
あ
る
。
は
た
ま
た
、
天
堂
や
浄

土
に
昇
る
金
の
車
で
あ
る
。
は
た
ま
た
、
惑
い
の
塵
を
鎮
め
る
甘
露
の
雨
で
あ
る
。
は
た
ま
た
、
天
地
の
大
い
な
る
福
を
受
け
る
宝

器
で
あ
る
。
は
た
ま
た
、
仏
の
智
慧
の
海
を
渉
す
龍
船
で
あ
る
。
は
た
ま
た
、
涅
槃
の
城
に
連
れ
て
行
く
白
象
の
王
で
あ
る
。
は
た

ま
た
、
涅
槃
の
岸
へ
と
か
け
る
金
の
橋
で
あ
る
。
は
た
ま
た
、
無
上
の
菩
提
を
得
る
大
い
な
る
印
で
あ
ら
せ
ら
れ
る
。
国
家
を
う
る

お
す
摩
尼
珠
で
あ
ら
せ
ら
れ
る
。
以
上
。

【
語
注
】（
332
～
336
行
）

332
十
二
部
経　

仏
の
所
説
を
教
法
に
よ
っ
て
十
二
分
類
し
た
も
の
。「
す
べ
て
の
経
典
」
の
意
。

333
仏
性　

仏
と
な
る
可
能
性
。
仏
種
。
308
行
「
仏
ノ
種
」
語
注
参
照
。

333
天
堂
浄
土　

弥
勒
菩
薩
の
兜
卒
天
と
仏
の
浄
土
。

334
惑
ヒ
ノ
塵　
「
惑
」「
塵
」
と
も
に
煩
悩
の
異
名
。



九
八

334
薩
般
若
ノ
海　

薩
般
若
は
一
切
智
の
意
。
仏
の
智
慧
が
広
大
な
る
こ
と
を
海
に
喩
え
て
い
る
。

335
泥
洹
城　
「
泥
洹
」
は
「nirvan

3 a

」（
梵
語
）
の
音
写
。
涅
槃
。
さ
と
り
の
境
地
。

335
白
象
王　

象
は
大
力
で
従
順
と
さ
れ
、
聖
獣
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
釈
迦
は
六
牙
の
白
象
に
乗
っ
て
摩
耶
夫
人
の
胎
内

に
入
っ
た
と
さ
れ
、
普
賢
菩
薩
も
六
牙
の
白
象
王
に
乗
っ
て
い
る
（『
法
華
経
』
巻
第
八
、
普
賢
勧
発
品
）。

336
摩
尼
珠　

宝
珠
。
如
意
珠
（
意
の
ま
ま
に
宝
を
出
す
珠
）
を
さ
す
場
合
も
あ
る
。

【
翻
刻
】（
337
行
）

337
仏
恩
賀
沐
不
合

【
解
説
】（
337
行
）

▽
337
行　

小
書
六
文
字
の
み
。「
仏
恩
賀
沐
」
は
、
誕
生
仏
像
を
灌
沐
し
て
仏
に
報
恩
す
る
灌
仏
の
こ
と
か
。
灌
仏
会
は
、
四
月
八

日
の
釈
尊
の
降
誕
日
に
釈
尊
誕
生
の
姿
の
像
を
香
水
で
澡
沐
す
る
行
事
。

【
翻
刻
】（
338
行
）

338 

仏
爪
上
置
土
云　

 

立
須注

弥
山
頂
垂
下
糸
云　

浄句
尋

光
申　

師
子
申　

以
上
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九
九

【
読
み
下
し
文
】（
338
行
）

 
仏
ノ
爪
ノ
上
ニ
土
ヲ
置
ク
云
。
注 

須
弥
山
ノ
頂
ニ
立
チ
テ
糸
ヲ
下
ス
云
。
句
尋
ネ
ム
。
浄
光
ノ
申
サ
ク
。
師
子
ガ
申
サ
ク
。
以
上
。

【
解
説
】（
338
行
）

▽
338
行　

人
身
の
得
難
さ
の
比
喩
。
83
行
「
値
フ
コ
ト
難
ク
、
聴
ク
コ
ト
難
キ
ハ
」【
語
注
】
参
照
。

【
語
注
】（
338
行
）

338
仏
ノ
爪
ノ
上
ニ　

人
身
を
得
て
涅
槃
を
得
る
こ
と
の
難
し
さ
の
喩
え
。「
爾
の
時
に
世
尊
、
地
の
少
土
を
取
り
て
之
を
爪
上
に
置

き
、
迦
葉
に
告
げ
て
言
は
く
、「
是
の
土
多
き
や
、
十
方
世
界
の
地
の
土
多
き
や
。」
迦
葉
菩
薩
、
仏
に
白
し
て
言
さ
く
、「
世

尊
、
爪
上
の
土
は
十
方
の
所
有
の
土
に
比
せ
ざ
る
な
り
。」「
善
男
子
、
人
の
身
を
捨
て
て
還
て
人
身
を
得
、
三
悪
の
身
を
捨
て
て

人
身
を
受
く
る
を
得
、
諸
根
完
具
し
て
中
国
に
生
ま
れ
、
正
信
を
具
足
し
て
能
く
道
を
修
習
し
、
道
を
修
習
し
已
り
て
能
く
解
脱

を
得
、
解
脱
を
得
已
り
て
能
く
涅
槃
に
入
る
有
る
は
、
爪
上
の
土
の
如
く
、
人
身
を
捨
て
已
り
て
三
悪
の
身
を
得
、
三
悪
の
身
を

捨
て
て
三
悪
の
身
を
得
、
諸
根
具
せ
ず
、
辺
地
に
生
じ
、
邪
倒
の
見
を
信
じ
、
邪
道
を
修
習
し
、
解
脱
、
常
・
楽
・
涅
槃
を
得
ざ

る
の
は
、
十
方
界
の
所
有
の
地
土
の
如
し
」」（
北
本
『
涅
槃
経
』
巻
第
三
十
三
）。

338
須
弥
山
ノ
頂
ニ
立
チ
テ
糸
ヲ
下
ス　

人
身
の
得
難
さ
の
喩
え
。「
須
弥
山
」（
妙
高
山
）
は
178
行
参
照
。「
又
提
謂
経
云
は
く
、
一

人
有
り
て
、
須
弥
山
の
上
に
在
り
、
繊
縷
を
以
て
之
を
下
す
。
一
人
、
下
に
在
り
て
、
針
を
持
ち
之
を
迎
う
。
中
ば
に
旋
風
・
猛



一
〇
〇

風
有
り
て
、
縷
を
吹
け
ば
、
針
の
孔
に
入
る
こ
と
難
し
。
人
身
の
得
難
き
こ
と
、
甚
だ
是
に
過
ぐ
」（『
法
苑
珠
林
』
巻
第

二
十
三
）。「
法
皇
牟
尼
は
大
海
の
針
、
妙
高
の
線
を
借
り
て
、
人
身
の
得
難
き
を
喩
況
し
」（
最
澄
「
願
文
」）。『
法
苑
珠
林
』
の

引
く
『
提
謂
経
』
は
偽
経
で
散
迭
し
て
い
る
が
、
正
倉
院
文
書
に
書
名
が
見
え
る
。
敦
煌
本
に
該
当
箇
所
あ
り
。

338
浄
光　

不
明
。

338
師
子　

302
行
の
師
子
月
王
か
。

【
翻
刻
】（
339
～
349
行
）

339
云
何
而テ
カ

得
人
身　

云
何
而
生
天
人
身　

云
何
而
得
仏
金
軀
�
→　

三
業
善
者　

心
念　

造
経
仏

340
造
道
椅　

路
側
造
井　

植
果
樹
等
念　

是
名
意
業
善　

後
以
口
語
名
口
業
善　

正
造

341
名
身
業
善　

是
ハ
世
間
ノ
功
徳　

其
報
ハ　
　
　

作
梵
王　

作
帝天

云　

作
転
云　

粟
散
云　

大
臣

342
家　

富
貴
家　

未
作
仏　

正
参
仏
前　
　
　
　

受
三
帰戒

発
菩
提
心
以
後
修
功
徳
是
作
菩

343
提
因　

聞
イ
ハ
法
ヲ
是
造
人ツ
ク
リ
　
ヲ
造
天
身
ヲ
造
菩
薩
ヲ
造
ソ
仏
ヲ　

←
�
約
聞
法
有
三ノ

品シ
ナ

�
→

344
一
散以

動
而
談
咲
且カ
ツ

聞ヽ
ヽ

是
下
品
聞
法　

二
←
�
一
以
下
品
信
聞
不
入
耳
不
入
心　

二
以
中
品
信
聞

345
耳
聞
不
入
心　

三
以
上
品
信
聞　

入
耳
入
心　

下
品
聞
法
得
人
身　

中
品
生聞
法

天　

上
品
成
仏聞
法

以
上
云
々

346
縦
使
有
人　

□造
罪
可
入
地
獄

□
□
□
□
□
□
□　

造
一
功
徳
不弟
二
生入
地
獄
生
人
間　

王
種
家　

大
富
家　

忘
昔
修
ヒ
シ

347
功
徳
報
謗反

仏
法
无
験
由謗
无
善
悪
報
此
損
己
福
徳
弟
三
生
入
地
獄
�
→
故
対
仏
前
立
願
言　

世
々
不
生
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一
〇
一

348
造
罪
家　

若
耶
縁
来
ト
モ
故
己
ト
サ
ラ
ニ
我
不
作
罪
云　

則
蒙
聖
加
被
不
造
悪　

若
耶

349
縁
来
合
ト
モ
造己
ノ
マ
シ悪

都
不
応
恒
此
天
守
所
為
云　
願
力
所
致
←
�
云
何
人
貧
富
等
案
方
広
疏

【
読
み
下
し
文
】（
339
～
349
行
）

　

云
何
ニ
シ
テ
カ
人
ノ
身
ヲ
得
ム
。
云
何
ニ
シ
テ
カ
天
人
ノ
身
ニ
生
レ
ム
。
云
何
ニ
シ
テ
カ
仏
ノ
金
軀
ヲ
得
ム
。

（
�
三
業
ノ
善
ト
イ
フ
ハ
、
心
ニ
念
ヒ
、
経
、
仏
ヲ
造
リ
、
道
、
椅ハ
シ

ヲ
造
リ
、
路
ノ
側
ニ
井
ヲ
造
リ
、
果
ノ
樹
等
ヲ
植
ヱ
ム
ト
念

フ
。
是
ヲ
意
業
ノ
善
ト
名
ヅ
ク
。
後
ニ
口
ヲ
以
テ
語
ル
ヲ
口
業
ノ
善
ト
名
ヅ
ク
。
正
ニ
造
ル
ヲ
身
業
ノ
善
ト
名
ヅ
ク
。
是
ハ
世
間
ノ

功
徳
ナ
リ
。
其
ノ
報
ハ
、
梵
王
ト
作
リ
、（
天
）
帝
ト
作
ラ
ム
云
。
転
ト
作
ラ
ム
云
。
粟
散
云
。
大
臣
ノ
家
。
富
貴
ノ
家
。
イ
マ
ダ
仏

ト
作
ラ
ズ
。
正
ニ
仏
前
ニ
参
リ
テ
、
三
帰
ノ
戒
ヲ
受
ケ
、
菩
提
心
ヲ
発
シ
テ
、
以
後
ニ
功
徳
ヲ
修
ス
。
是
レ
菩
提
ヲ
作
ル
因
ナ
リ
。

法
ヲ
聞
ク
イ
ハ
、
是
レ
人
ヲ
造ツ
ク

リ
、
天
身
ヲ
造
リ
、
菩
薩
ヲ
造
リ
、
仏
ヲ
造
ル
ゾ
。）

　

聞
法
ニ
約オ

キ
テ
、
三
ノ
品シ
ナ

有
リ
。

（
�
一
ニ
ハ
散
動
シ
テ
談
ラ
ヒ
咲
フ
ヲ
以
テ
且
カ
ツ
カ
ツ

聞
ク
、
是
レ
下
品
ノ
聞
法
ナ
リ
。
二
ニ
ハ
）

　

一
ニ
ハ
下
品
ノ
信
ヲ
以
テ
聞
ク
。
耳
ニ
入
ラ
ズ
、
心
ニ
入
ラ
ズ 

。
二
ニ
ハ
中
品
ノ
信
ヲ
以
テ
聞
ク
。
耳
ニ
聞
キ
テ
心
ニ
入
ラ

ズ 

。
三
ニ
ハ
上
品
ノ
信
ヲ
以
テ
聞
ク
。
耳
ニ
入
リ
テ
心
ニ
入
ル 
。
下
品
ノ
聞
法
ハ
人
身
ヲ
得
。
中
品
ノ
聞
法
ハ
天
ニ
生
マ
ル
。
上

品
ノ
聞
法
ハ
仏
ト
成
ル
以
上
云
々
。

　

縦タ

使ト

ヒ
有
ル
人
ノ
、
罪
ヲ
造
リ
地
獄
ニ
入
ル
可
キ
ニ
、
一
ノ
功
徳
ヲ
造
ラ
バ
、
弟
（
第
）
二
ノ
生
ハ
地
獄
ニ
入
ラ
ズ
シ
テ
人
間
ニ

生
レ
ム
。
王
種
ノ
家
、
大
キ
ニ
富
メ
ル
家
モ
、
昔
修
シ
タ
マ
ヒ
シ
功
徳
ノ
報
ヲ
忘
レ
、
反
リ
テ
仏
法
ヲ
謗
ラ
バ
験
无
シ
。
善
悪
ノ
報



一
〇
二

ハ
无
シ
ト
謗
ラ
バ
、
此
ニ
由
リ
テ
、
己
カ
福
徳
ヲ
損
ヒ
、
弟
（
第
）
三
ノ
生
ハ
地
獄
ニ
入
ル
。

（
�
故
ニ
仏
ノ
前
ニ
対
ヒ
テ
願
ヲ
立
テ
言
ク
、
世
々
ニ
罪
ヲ
造
ル
家
ニ
生
レ
ズ
、
若
シ
耶
（
邪
）
縁
来
ル
ト
モ
、
故
己
ト
サ
ラニ
我
、
罪
ヲ
作

ラ
ズ
云
。
則
チ
聖
ノ
加
被
ヲ
蒙
リ
テ
、
悪
ヲ
造
ラ
ズ
。
若
シ
邪
縁
来
リ
合
フ
ト
モ
、
悪
コ
ノ
マ
シク
ア
ラ
ヌ
コ
ト
ヲ
造
ル
ハ
都カ
ツ

テ
応カ
ナ

ハ
ズ
。
恒

ニ
此
レ
天
ノ
守
ル
為
ノ
所
ナ
リ
云
。
願
力
ノ
致
ス
所
ナ
リ
。）

云
何
ニ
シ
テ
人
ノ
貧
富
等
。
方
広
ノ
疏
ヲ
案
ズ
ル
ニ
。

【
解
説
】（
339
～
349
行
）

　

い
か
に
し
て
人
、
天
人
の
身
を
得
る
か
、
仏
と
な
る
か
と
い
う
問
に
対
し
て
、
聞
法
に
上
品
・
中
品
・
下
品
の
三
品
が
あ
り
、
下

品
の
者
は
人
身
を
得
て
、
中
品
の
者
は
天
に
生
れ
、
上
品
の
者
は
仏
と
成
る
と
答
え
る
。
次
に
、
地
獄
に
生
れ
る
べ
き
も
の
が
一
つ

の
功
徳
に
よ
っ
て
次
の
世
に
は
人
に
生
れ
る
が
、
功
徳
の
験
を
損
な
え
ば
そ
の
次
の
世
で
は
地
獄
に
生
れ
る
で
あ
ろ
う
と
述
べ
て
い

る
。
こ
こ
に
説
か
れ
る
三
品
の
聞
法
は
未
見
だ
が
、『
涅
槃
経
』
に
三
種
の
聴
法
が
説
か
れ
て
い
る
。

聴
法
の
因
縁
は
則
ち
大
般
涅
槃
に
近
づ
く
こ
と
を
得
。
何
を
以
て
の
故
に
。
法
眼
を
開
く
が
故
に
。
世
に
三
人
あ
り
。
一
つ
に

は
無
目
、
二
つ
に
は
一
目
、
三
つ
に
は
二
目
な
り
。
無
目
と
言
ふ
は
常
に
法
を
聞
か
ず
、
一
目
の
人
は
暫
く
法
を
聞
く
と
雖
も

其
の
心
住
せ
ず
、
二
目
の
人
は
専
心
に
聴
受
し
て
聞
く
が
如
く
に
行
ず
。
聴
法
を
以
っ
て
の
故
に
、
世
間
の
是
の
如
き
の
三
人

を
知
る
こ
と
を
得
。
是
の
義
を
以
て
の
故
に
、
聴
法
の
因
縁
は
則
ち
大
般
涅
槃
に
近
づ
く
を
得
。（
北
本
『
大
般
涅
槃
経
』
巻

第
二
十
五
）

『
大
智
度
論
』
に
は
二
種
の
聴
法
が
み
え
る
。
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一
〇
三

所
謂
る
聴
法
の
者
に
二
種
の
人
あ
り
。
一
に
は
但
だ
聴
く
の
み
に
し
て
、
而
も
信
受
し
て
行
ぜ
ず
。
二
に
は
聴
い
て
、
而
し
て

信
受
し
奉
行
す
。（『
大
智
度
論
』
巻
第
一
百
）。

　

途
中
に
連
絡
線
�
と
�
が
引
か
れ
て
い
る
。
連
絡
線
は
始
点
と
終
点
の
間
を
省
略
・
削
除
す
る
と
い
う
符
号
で
あ
る
。
連
絡
線
�

で
挟
ま
れ
た
部
分
に
は
、
身
口
意
の
三
業
の
善
を
修
す
る
と
転
輪
聖
王
や
富
豪
に
生
れ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
仏
に
な
る
こ
と
は
な

い
。
三
宝
に
帰
依
し
菩
提
心
を
発
し
て
功
徳
を
お
さ
め
る
こ
と
が
仏
に
な
る
因
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
連
絡
線
�
で
挟
ま
れ
た
部

分
に
は
、
三
品
の
う
ち
下
品
の
聞
法
だ
け
が
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
後
に
改
め
て
三
品
の
聞
法
が
書
か
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
連
絡
線

�
で
挟
ま
れ
た
部
分
は
、
仏
に
向
っ
て
、
た
と
え
邪
縁
に
め
ぐ
り
合
っ
た
と
し
て
も
自
分
は
決
し
て
罪
を
犯
さ
な
い
と
い
う
願
を
発

す
る
文
で
あ
る
。

　

346
～
349
行
は
斜
線
で
抹
消
さ
れ
て
い
る
。

【
文
意
】（
339
～
349
行
）

　

い
か
に
し
て
人
の
身
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
い
か
に
し
て
天
人
の
身
に
生
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
い

か
に
し
て
仏
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
（
�
三
業
（
身
・
口
・
意
の
業
）
の
善
と
い
う
の
は
次
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。
心
の
中
で
、
経
や
仏
を
造
り
、
人
々
の
た
め
に

道
や
橋
を
造
り
、、
道
路
の
側
に
井
戸
を
造
り
、
果
樹
等
を
植
え
よ
う
と
念
う
こ
と
。
是
を
意
業
の
善
と
名
づ
く
。
そ
の
後
に
口
に

出
し
て
語
る
こ
と
を
口
業
の
善
と
名
づ
く
。
実
際
に
そ
れ
ら
を
造
る
こ
と
を
身
業
の
善
と
名
づ
く
。
是
は
我
々
の
住
む
世
間
に
お
け

る
功
徳
で
あ
る
。
そ
の
報
い
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
て
梵
王
と
な
り
、
或
い
は
天
帝
と
な
り
、
転
輪
聖
王
と
な
り
、
粟
散
王
と
な



一
〇
四

る
。
或
い
は
大
臣
の
家
や
富
貴
の
家
に
生
ま
れ
る
。
し
か
し
ま
だ
仏
に
は
な
ら
な
い
。
正
に
仏
前
に
参
っ
て
、
三
帰
の
戒
を
受
け
、

菩
提
心
を
発
し
て
、
そ
の
後
に
功
徳
を
修
す
。
こ
れ
が
菩
提
を
作
り
仏
と
な
る
因
で
あ
る
。
法
を
聞
く
こ
と
こ
そ
、
人
の
身
に
生

れ
、
天
人
の
身
を
得
、
菩
薩
と
な
り
、
仏
と
な
る
因
と
な
る
の
で
あ
る
。）

　

聞
法
に
は
三
つ
の
品し
な

が
あ
る
。

　
（
�
一
に
は
、
心
が
散
漫
で
談
ら
い
笑
い
な
が
ら
や
っ
と
法
を
聞
く
、
こ
れ
は
下
品
の
聞
法
で
あ
る
。
二
に
に
は
）

　

一
に
は
下
品
の
信
を
も
っ
て
法
を
聞
く
。
耳
に
入
ら
ず
、
心
に
入
ら
な
い
。
二
に
は
中
品
の
信
を
も
っ
て
法
を
聞
く
。
耳
で
聞

い
て
心
に
入
ら
な
い
。
三
に
は
上
品
の
信
を
も
っ
て
聞
く
。
耳
に
入
っ
て
心
に
入
る
。
下
品
の
聞
法
は
人
身
を
得
る
。
中
品
の
聞

法
は
天
に
生
ま
れ
る
。
上
品
の
聞
法
は
仏
に
成
る
。
以
上
云
々
。

　

た
と
え
あ
る
人
が
、
罪
を
造
り
地
獄
に
生
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
こ
ろ
が
、
一
つ
の
功
徳
を
造
っ
た
な
ら
ば
、
そ
の
次
の
第
二
の
生

で
は
地
獄
に
生
れ
ず
人
間
に
生
れ
る
で
あ
ろ
う
。
王
族
の
家
、
大
変
富
め
る
家
に
生
ま
れ
る
こ
と
が
で
き
た
と
し
て
も
、
昔
の
世
で

修
め
ら
れ
た
功
徳
の
報
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
、
反
対
に
仏
法
を
謗
っ
た
な
ら
ば
功
徳
の
験
は
な
い
。
善
悪
の
報
な
ど
な
い
と
謗
る
な

ら
ば
、
こ
の
行
い
に
よ
っ
て
、
自
分
の
福
徳
を
損
い
、
第
三
の
生
で
は
地
獄
に
生
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
（
�
故
に
仏
の
前
に
対
っ
て
願
を
立
て
て
言
う
。
こ
の
先
に
生
ま
れ
変
わ
る
世
々
に
お
い
て
、
罪
を
造
る
家
に
は
生
れ
ま
い
。
も

し
邪
縁
が
め
ぐ
っ
て
来
た
と
し
て
も
、
こ
と
さ
ら
に
私
は
罪
を
作
ら
な
い
云
。
す
な
わ
ち
、
聖
の
加
護
を
蒙
っ
て
、
悪
業
を
造
ら
な

い
。
も
し
邪
縁
に
め
ぐ
り
合
っ
て
も
、
よ
く
な
い
業
を
造
る
こ
と
な
ど
決
し
て
し
な
い
。
つ
ね
に
天
が
守
っ
て
く
だ
さ
る
か
ら
で
あ

る
。
願
力
の
致
す
所
で
あ
る
。）

　

い
か
に
し
て
人
の
貧
富
等
。
方
広
の
疏
を
案
ず
る
に
。
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一
〇
五

【
語
注
】（
339
～
349
行
）

340
果
ノ
樹
等
ヲ
植
ヱ
ム　

旅
人
の
た
め
に
道
路
わ
き
に
果
樹
を
植
え
る
こ
と
は
善
業
で
あ
る
。
天
平
宝
字
三
年
（
七
五
九
）、「
往
来

の
人
々
の
た
め
に
夏
は
木
陰
と
な
り
、
果
実
で
飢
え
を
癒
せ
る
よ
う
に
果
樹
を
植
え
て
ほ
し
い
」
と
い
う
僧
普
照
の
奏
状
に
よ

り
、
六
月
二
十
二
日
の
太
政
官
符
に
「
畿
内
七
道
諸
国
の
駅
路
の
辺
に
菓
樹
を
種
う
る
べ
き
こ
と
」
と
あ
る
（『
類
聚
三
代
格
』、

『
扶
桑
略
記
』）。

341
梵
王　

梵
天
。
梵
天
王
。
色
界
の
初
禅
天
で
、
護
法
神
。

341
粟
散　

粟
散
王
は
、
転
輪
王
よ
り
以
下
、
一
国
一
州
を
領
す
る
者
を
い
う
。
小
国
の
王
。

348
故己
ト
サ
ラニ　

208
行
に
も
「
故
己
ト
サ
ラ
ニ
」
の
例
が
あ
る
。

348
加
被　

仏
や
菩
薩
が
衆
生
に
力
を
与
え
て
利
益
を
与
え
る
こ
と
。
加
護
。




